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▼

3月３０日

総額　102億6千万円
百万円以下は四捨五入　

《定額給付金について》

一般会計　６５億２千万円（前年当初比２％増）
特別会計　３７億４千万円（　　 　〝 　　　　）

平成２１年度

平成２０年度

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののの内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内今議会の内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容
◎　町長の２１年度施政方針
◎　２０年度一般会計及び特別会計補正予算審議・

可決
◎　２１年度一般会計及び特別会計予算審議・可決
◎　条例の改正　１件・可決
◎　条例の制定　２件・可決
　　・池田町特定非営利活動促進法施行条例
　　・池田町長期継続契約を締結することが出来

る契約を定める条例
◎　町道の路線変更・廃止・認定について

◎議　　長 岩谷真海
○副 議 長 牧村　隆
・監査委員 遠藤和雄
・総務建設産業委員長 森嶋和明
・民生文教委員長 竹中芳弘
・議会運営委員長 松岡正彦
・広報編集委員長 松岡雅子

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人２１年度議会人事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

総額
102.6億円 一般会計

65.2億円
国民健康保険
20.5億円

老人保健
0.01億円

百万円以下は四捨五入

百万円以下は四捨五入

南北簡易水道
1.5億円

後期高齢者医療
1.9億円

農業集落排水
3.7億円

公共下水
7.1億円 温泉

2.7億円

一般
会
計　

65.2億円

特別
会

計　

37.4
億
円

総額
100.7億円 一般会計

64.0億円
国民健康
保険

19.2億円

老人保健
1.5億円

南北簡易水道
1.4億円

後期高齢者医療
2.0億円

農業集落排水
3.7億円

公共下水
6.0億円 温泉

2.9億円

一般
会
計　

64.0億

特別

会
計　

36.7
億

合　計中間人口
（１９歳〜６４歳）６５歳以上１８歳以下

　　　１２,０００円２０,０００円給付金額

２４,７６６人１４,５６９人５,０９０人５,１０７人住民登録

３５４人３２３人４人２７人外国人登録

２５,１２０人１４,８９２人５,０９４人５,１３４人合計
３億８３２６.４
万円

１億７８７０.４
万円１億１８８万円１億２６８万円給付額

　※事務費…１５４１.２万円（国から支給）

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年平成 ２１ 年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決予算可決
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町内小中学校の耐震診断の結果について
　学校は、児童生徒が一日の大半を過ごす学習や生活の場であるとともに、災害発生時には避難
場所になるなど重要な役割を担っています。
　今後も、速やかなる耐震工事を行政に働きかけてまいります。

対応構造耐震判定
結果（Ｉｓ値）

完成
年度名称学校名

必要０.６９S４９特別教室棟

温知小
H.１８ 改築済　　H１８南舎管理教室棟
H.１８ 改築済　　H１８北舎管理教室棟
H.１４ 補強済補強後 ２.１０S４６体育館
必要０.３３S３８教室・管理棟

八幡小

不要１S４７特別教室棟（東）
不要０.７２S５２普通教室（東）

不要新耐震基準
施行後に建築S５６特別教室棟（西）

不要新耐震基準
施行後に建築S５６体育館

必要０.３７S５３校舎
宮地小

H.１６ 補強済補強後 １.０２S４８体育館

  …耐震増強が必要

注対応構造耐震判定
結果（Ｉｓ値）

完成
年度名称学校名

不要１.２４S５４特別教室棟

池田小
不要２.１３S５４管理棟
不要１.２８S５４低学年棟
必要０.５７S５４高学年棟

◎必要０.３９S５４体育館
必要０.３S５２南舎普通教室

池田中
学校 不要０.８２S５２北舎管理・特別

教室棟
◎必要０.３２S５２体育館

注：◎は２１年度耐震補強工事着工予定
H.１９ 補強済補強後 ０.９２S４３管理・教室棟

組合立
養基小

H.１９ 補強済補強後 ０.９２S４５特別教室棟（東）
H.１９ 補強済補強後 ０.９２S５４普通教室棟

不要新耐震基準
施行後に建築H４特別教室棟（西）

不要新耐震基準
施行後に建築S５８体育館

※Ｉｓ値について…耐震診断の結果は「Ｉｓ値」で表されます。文部科学省では学校施設の耐震性能として、Ｉｓ値０.７
以上の安全性を求めています。
◆０.3以下 ……… 大規模な地震の震動や衝撃で倒壊・崩壊する危険性が高い。
◆０.3〜０.７ ……… 大規模な地震の震動や衝撃で倒壊・崩壊する危険性がある。
◆０.７以上 ……… 大規模な地震の震動や衝撃で倒壊・崩壊する危険性が低い。
注）◎は２１年度耐震工事着工予定です。

　

就
任
あ
い
さ
つ

　

町
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は

ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
事
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
、
米
国
で
発
生
し
た

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
世
界

中
が
同
時
不
況
と
な
り
、
日
本
で

も
総
理
大
臣
を
し
て
「
百
年
に
一

度
の
大
不
況
」と
言
わ
し
め
、
連
日

の
如
く
経
済
状
況
の
悪
化
が
報
道

さ
れ
て
い
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
様
な
中
、
先
般
の
町
議
会

に
お
い
て
、
正
副
議
長
が
満
票
で

選
出
さ
れ
る
と
い
う
、
池
田
町
議

会
有
史
以
来
の
出
来
事
と
申
し
上

げ
て
も
過
言
で
は
な
い
事
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
意
と
す
る
事
は
申
し
上
げ

る
ま
で
も
な
く
、
未
だ
底
の
見
え

な
い
不
況
の
下
、
党
派
を
超
え
全

議
員
が
心
を
一
つ
に
し
て
事
に
あ

た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

強
い
意
志
の
表
わ
れ
で
は
な
い
か

と
拝
察
致
し
、
そ
の
責
務
の
重
大

さ
に
改
め
て
意
を
強
く
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
ふ
れ
愛
の
家
建
設

の
推
進
、
ま
た
、
今
後
十
ヵ
年
の

池
田
町
の
あ
り
方
を
見
す
え
る

「
池
田
町
第
５
次
総
合
計
画
」
策
定

等
、
種
々
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の

為
、
町
発
展
の
為
、
議
会
と
町
当

局
が
切
磋
琢
磨
す
る
な
か
、
そ
の

職
を
務
め
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、

ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

  
監
査
委
員
の
選
任
同
意 

　

平
成　

年
度　

議
長
・
副
議
長
決
ま
る

２１

議長　岩谷真海副議長　牧村　隆

監査委員　遠藤和雄
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一 般 質 問

〜
だ
れ
で
も
楽
し
く

　
　
生
涯
学
習
で
き
る
ツ
ー
ル
〜

　

教
育
的
側
面
、観
光
Ｐ
Ｒ
的
側
面
、

人
事
的
側
面
な
ど
か
ら
池
田
町
独

自
の「
池
田
検
定
」を
作
成
し
て
郷

土
愛
の
醸
成
に
繋
げ
て
は
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

郷
土
愛
の
醸
成
に
向
け
て
、
商

工
会
や
観
光
協
会
と
も
連
携
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

人
事
採
用
面
で
は
グ
ル
ー
プ
討

論
を
行
っ
て
い
る
が
、
郷
土
へ
の

理
解
度
を
深
め
る
意
味
で
検
討
し

た
い
。

　

道
の
駅
（
情
報
ス
ペ
ー
ス
）
の

完
成
ま
で
に
進
め
て
ほ
し
い
。

 
町　

長 

　

ク
イ
ズ
形
式
な
ど
と
抱
き
合
わ

せ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

　

郷
土
愛
の
実
現
に
向
け
て

説明責任貫徹の
大前提は、情報公開！

　

池
田
町
の
主
体
で
あ
る
町
民
が
、

行
政
執
行
の
政
策
会
議
の
情
報
に

容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
必
要
が

あ
る
。
行
政
の
閉
塞
感
打
破
の
た

め
に
も
政
策
会
議
の
要
点
筆
記
を

Ｈ
Ｐ
上
ま
た
は
庁
舎
に
公
開
で
き

な
い
か
。

 
町　

長 

　

部
課
長
会
議
は
連
携
の
た
め
の

事
務
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
事
業

ご
と
の
報
告
は
議
会
の
承
認
を

待
っ
て
行
う
の
で
時
間
的
に
難
し

い
。
今
後
は
自
治
基
本
条
例
の
制

定
に
向
け
て
住
民
と
の
協
働
を
図

　情報公開
　　について

り
た
い
。

　

自
治
基
本
条
例
の
制
定
は
、
い

つ
頃
の
予
定
か
。

 
町　

長 

　

今
年
度
中
に
あ
る
程
度
の
目
途

を
つ
け
た
い
。

　

タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
低
コ
ス
ト
の

情
報
提
供
手
段
と
し
て
、
教
育
委

員
会
以
外
で
も
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

を
活
用
で
き
な
い
か
。

 
町　

長 

　

i
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
を
３
１
２
名

に
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

N
P
O
や
学
生
と
も
協
力
し
て
研

究
し
て
い
く
段
階
で
す
。

　

専
門
委
員
会
や
諮
問
機
関
は
、い

つ
も
同
じ
よ
う
な
方
々
の
よ
う
だ
。

委
員
の
選
考
方
法
の
見
直
し
は
。公

募
で
は
社
会
的
階
層
に
偏
り
が
出

る
が
、名
古
屋
市
の
よ
う
な
無
作
為

抽
出
は
検
討
で
き
な
い
か
。

 
町　

長 

　

公
募
は
、
町
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
行
っ
て
い
る
。
名
古

屋
市
の
方
式
と
も
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
な
が
ら
、
委
員
の
偏
ら
な
い
よ

う
に
慎
重
に
公
募
を
進
め
た
い
。

　

団
体
活
動
助
成
の
方
向
性
は
。

 
町　

長 

　

新
た
な
団
体
や
新
規
事
業
に
対

し
て
今
年
も
助
成
を
し
て
、さ
ら
に

N
P
O
法
人
の
育
成
を
続
け
た
い
。

利便性の提供が鍵！

　住民参加
　　について

牧村範康 議員
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一 般 質 問

農集 農集

未整備
地域

　

下
水
道
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

　

岐
阜
県
は
平
成　

年
ま
で
に
県

３２

下
全
域
１
０
０
％
の
整
備
を
目
指

し
、各
市
町
も
下
水
道
は
最
優
先
事

業
の
１
つ
と
し
て
、努
力
し
て
い
る
。

池
田
町
下
水
道
事
業
の
最
終
は
い

つ
か
。自
宅
の
浄
化
槽
は
取
り
付
け

る
の
も
日
々
の
経
費
も
自
前
で
、そ

の
上
、公
共
下
水
道
・
農
集
の
整
備

さ
れ
た
所
の
分
も
税
金
で
大
き
く

お
手
伝
い
し
続
け
て
い
る
た
く
さ

ん
の
町
民
の
事
も
考
え
、説
明
さ
れ

た
い
。又
、全
体
事
業
費
・
残
存
事
業

費
は
い
く
ら
か
。

町　

長 

　

公
共
下
水
道
事
業
費
全
体
で
２

０
０
億
円
ぐ
ら
い
。平
成　

年
度
ま

２０

で
に　

億
５
２
０
０
万
円
、う
ち
処

７１

理
場
に　

億
円
、面
・
管
路
整
備
に

２３

　

億
円
か
け
た
。こ
れ
か
ら
１
２
０

４８億
円
は
か
か
る
と
思
う
。

　

池
田
郵
便
局
北
ま
で
第
３
次
認

可
、残
り
全
部
を
第
４
次
で
、平
成

　

年
ま
で
に
な
ん
と
か
１
年
で
も

３８早
く
と
思
っ
て
い
る
。

　

下
水
事
業
に
も
っ
と
予
算
を
投

入
し
な
い
と
、
今
の
調
子
で
は
予

定
の
平
成　

年
度
完
成
は
難
し
い

３８

の
で
は
な
い
か
。
そ
の
頃
、
ま
だ

事
業
が
残
っ
て
い
る
の
は
当
町
だ

け
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

町　

長 

　

今
ま
で
年
間
約　

～
３
億
円
で

２.５

面
・
管
路
整
備
を
や
っ
て
き
た
が
今

年
度
は　

億
円
の
予
算
を
組
ん
だ
。

４.４

今
ま
で
は
年
間
整
備
面
積　
　

余

２０
ha

だ
っ
た
が
今
年
度
は　
　

余
行
う
。

３０
ha

　

事
業
の
補
助
金
・
起
債
は
ど
の

位
か
。
少
し
で
も
前
倒
し
で
き
た

り
、
補
助
金
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ

た
ら
１
日
で
も
早
く
進
め
ら
れ
た

い
。

町　

長 

　

残
存
事
業
費
１
２
０
億
円
の
内
、

国
の
補
助
金　

億
円
・
起
債　

億

４７

６０

円
・
町
費　

億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

１３

他
の
補
助
金
も
探
し
て
い
く
。

　

維
持
管
理
費
の
赤
字
減
の
対
策

は
。

町　

長 

　

農
集
の
接
続
率
は
今　

％
、そ
の

８７

使
用
料
で
維
持
管
理
費
の　

％
を

６２

ま
か
な
っ
て
い
る
。接
続
率　

％
に

９５

な
れ
ば
維
持
管
理
費
の　

～　

％

９０

９５

ま
か
な
え
る
。毎
年
、目
標
数
値
を

設
定
し
接
続
率
を
上
げ
る
努
力
を

し
て
い
る
。

　

民
意
を
聞
く
各
種
審
議
会
は
い

く
つ
？
公
募
委
員
を
増
や
し
た
り
、

傍
聴
を
呼
び
か
け
た
り
さ
れ
た
い
。

町　

長 

　

今　

あ
り
、
検
討
し
て
い
く
。

44

　

し
っ
か
り
し
た
計
画
の
下
、
全

町
的
に
町
民
の
記
念
植
樹
を
し
た

ら
。

町　

長 

　

進
め
て
い
き
た
い
。

各
種
審
議
会
の

情
報
公
開
を

町
の
グ
リ
ー
ン

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を

窪田弘子 議員
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一 般 質 問
　

杭
瀬
川
に
は
堆
積
土
が
多
く
あ

る
。
中
川
と
の
合
流
点
は
、
溜
池

の
役
割
を
果
た
す
よ
う
川
幅
が
広

く
と
っ
て
あ
る
が
、
現
状
は
堆
積

土
が
両
岸
を
埋
め
川
幅
も
半
分
。

梅
雨
ま
で
に
地
域
住
民
が
安
心
で

き
る
撤
去
工
事
が
出
来
な
い
か
。

 
町　

長 

　

池
田
町
も
大
き
な
被
害
を
受
け

た
。
地
元
の
河
川
を
守
る
会
の
方

か
ら
の
陳
情
要
望
も
受
け
た
。
緊

急
に
県
土
木
と
連
絡
を
取
り
、
合

流
点
か
ら
関
連
が
あ
る
上
流
部
分

を
千 
㎥ 
対
応
し
た
。
地
元
で
一
時

仮
置
き
し
、
そ
の
後
処
理
と
い
う

こ
と
で
新
年
度
か
ら
対
応
し
て
い

く
。
杭
瀬
川
全
体
の
こ
と
な
の
で
、

地
域
の
方
々
と
一
緒
に
実
行
し
て

い
く
。

　

国
道
４
１
７
号
線
の
渋
滞
緩
和

策
と
し
て
計
画
さ
れ
た
片
山
神
戸

線
が
、
国
道
か
ら
産
業
道
路
と
し

て
工
場
車
両
だ
け
の
時
は
問
題
な

か
っ
た
。
現
在
交
通
量
が
ふ
え
た

そ
の
交
差
点
は
、
通
学
路
と
通
勤

車
両
と
対
面
交
通
で
キ
ケ
ン
で
あ

る
。
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
指
導
で
安
全
性
を
保
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
が
、
こ
の
路
線

の
予
定
コ
ー
ス
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

 
町　

長 

　

西
幹
線
か
ら
渓
南
・
市
橋
の
中

心
町
道
を
通
り
大
垣
方
面
へ
抜
け

る
こ
と
で
、
信
号
の
少
な
い
道
路

を
選
び
走
行
さ
れ
る
こ
と
も
事
実

で
す
。
平
成
７
年
の
都
市
計
画
区

域
の
決
定
を
受
け
た
と
き
、
路
線

を
選
考
し
て
岐
阜
関
ヶ
原
線
ま
で

ル
ー
ト
選
定
し
た
。
南
へ
向
け
て

の
ル
ー
ト
が
検
討
さ
れ
た
が
棚
上

げ
に
な
っ
て
い
る
。
今
の
道
路
を

拡
幅
す
る
方
法
で
地
域
の
方
々
の

用
地
関
係
を
含
め
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
少
し
で
も
着
工
で
き
る
分

が
あ
れ
ば
今
後
検
討
し
て
い
く
。

杭瀬川の堆積状況

河
川
管
理
に
つ
い
て

危険‼車両とすれ違う児童達

通学路の安全確保
について

坂口　博 議員
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一 般 質 問

ハリヨ池付近の中川風景

　来年岐阜県で「全国豊かな海づくり大会」　
　池田町のイベント計画は！

　

経
済
環
境
の
変
化
と

　
　

町
政
の
対
応
は

ぎふ長良川大会のポスター

職を求めてハローワークは車の列

　

関
市
を
中
心
に
第　

回
の
大
会

３０

が
海
の
な
い
県
と
し
て
初
め
て
河

川
で
開
催
さ
れ
る
が
、
ハ
リ
ヨ
を

「
池
田
町
の
魚
」と
制
定
す
る
計
画

と
合
わ
せ
て
、
上
八
幡
地
内
の
ハ

リ
ヨ
池
と
中
川
一
帯
に
お
い
て
町

の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
は
ど
う

か
。

 
町　

長 

　

こ
の
海
づ
く
り
大
会
の
実
行
委

員
に
選
任
さ
れ
て
お
り
、「
ハ
リ

ヨ
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
な
形
で

魚
と
植
物
、
自
然
を
見
て
も
ら
い
、

ホ
タ
ル
の
観
賞
も
出
来
る
の
で
一

週
間
位
の
期
間
を
も
う
け
て
出
来

な
い
か
、
地
域
の
方
と
相
談
し
て
、

外
に
向
け
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

①
税
収
減
は
ど
の
く
ら
い
か
。
自

主
財
源
比
率
は
何
％
く
ら
い
に

な
る
か
。

②
下
水
道
の
接
続
率
は
低
下
し
な

い
か
。

③
補
助
費
の
削
減
は
出
来
な
い
か
。

④
雇
用
等
緊
急
相
談
窓
口
を
設
け

た
ら
ど
う
か
。

 
町　

長 

①
当
初
予
算
比
で
５
千
６
百
万
円

減
収
、
現
計
予
算
で
６
千
３
百

万
円
の
減
収
。

　

当
初
予
算
の
自
主
財
源
比
率
は

 

％
で
あ
り
、
歳
入
不
足
に
は

な
ら
な
い
。

②
接
続
率
は 

％
で
、
昨
年
並
の

　

％
減
と
み
て
い
る
。

１.７
③
特
色
あ
る
町
づ
く
り
を
継
続
し

て
い
き
た
い
。

④
産
業
課
窓
口
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
を
と
っ
て
い
る
。

５１.８

６０.１

竹中芳弘 議員
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一 般 質 問

片
山
北
地
区
の
交
通
安
全
対
策
を

岐
阜
関
ヶ
原
線
ト
ン
ネ
ル

開
通
に
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

　

片
山
と
梅
谷
間
の
ト
ン
ネ
ル
の

貫
通
式
が
２
月　

日
行
わ
れ
、
来

２３

年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に

は
開
通
の
見
通
し
と
な
っ
た
。

①
片
山
と
梅
谷
は
古
く
か
ら
交
流

が
盛
ん
で
、
江
戸
時
代
に
は
境
界

争
い
を
し
た
歴
史
を
持
つ
、
両
地

域
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
さ
れ

た
い
。
②
開
通
に
よ
り
片
山
北
地

域
の
西
幹
線
の
交
通
量
も
大
幅
に

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
現
在
は
車

道
の
幅
員
が　

俊
で
両
サ
イ
ド
に

５.５

家
や
塀
・
標
識
が
立
ち
大
型
車
両

同
士
の
通
行
も
困
難
な
状
態
で
あ

り
、
周
辺
住
民
は
大
変
危
険
だ
。

都
市
計
画
道
路
と
し
て
幅
員　

俊
１８

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
優
先
的
に

整
備
し
て
交
通
安
全
対
策
を
図
ら

れ
た
い
。
③
当
面
感
応
式
信
号
機

や
北
東
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
曇
り

止
め
の
物
に
変
更
し
安
全
対
策
を

図
ら
れ
た
い
。
④
揖
斐
都
市
計
画

道
路
と
し
て
７
路
線
が
決
定
さ
れ

て
い
る
が
人
口
や
交
通
量
も
ピ
ー

ク
を
越
え
た
。
財
政
問
題
も
あ
り

計
画
幅
員
を
見
直
す
べ
き
。

 
町　

長 

　

①
垂
井
町
関
係
者
と
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
マ
ラ
ソ
ン
や

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
見
て
回
る
な

ど
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
計
画
し

た
い
。
②
③
道
路
改
良
は
交
通
状

況
を
把
握
し
、
都
市
計
画
道
路
に

従
っ
た
計
画
道
路
と
し
て
進
め
た

い
。
信
号
機
設
置
は
道
路
改
良
が

前
提
、
計
画
図
面
を
作
成
し
公
安

と
協
議
し
検
討
す
る
。
最
終
的
に

は
移
転
問
題
も
出
る
可
能
性
も
あ

る
。
曇
り
止
め
ミ
ラ
ー
に
替
え
ま

す
。
④
新
年
度
に
は
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
を
調
査
し
道
路

幅
員
に
つ
い
て
も
見
直
し
た
い
。

　

高
齢
化
や
運
搬
手
段
を
持
た
な

い
町
民
が
多
い
。
粗
大
ご
み
を
有

料
で
地
域
や
期
間
を
限
定
し
て
効

率
よ
く
収
集
し
て
は
ど
う
か
。　

粗
大
ご
み
の
収
集
や
災
害
ご
み
の

除
去
、
不
法
投
棄
ご
み
の
撤
去
や

道
路
・
公
園
の
除
草
、
道
路
の

点
々
補
修
な
ど
雇
用
対
策
を
実
施

せ
よ
。

 
町　

長 

　

粗
大
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
検

討
し
ま
す
。
緊
急
雇
用
対
策
と
し

て
国
か
ら
半
年
間
の
交
付
金
が
入

る
が
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
も

減
っ
て
い
る
の
で
雇
用
の
場
を
確

保
す
る
こ
と
も
含
め
検
討
す
る
。一日も早い交差点改良（信号機設置）が望まれる（片山北地内）

　雇用対策で環境美化を
粗大ごみの収集を

野網義一 議員

～ ～ ～ ～

交通量調査（写真の交差点）　２００９.０３.０３（台・人）
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Ｑ　

長
期
継
続
契
約
を
す
る
業
種

は
何
を
想
定
し
て
い
る
か
。
ま

た
業
者
選
定
の
方
法
は
。

Ａ　

物
品
を
借
り
入
れ
る
契
約
は

パ
ソ
コ
ン
等
の
リ
ー
ス
。
経
常

的
か
つ
継
続
的
な
役
務
の
提
供

を
受
け
る
契
約
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
自
動
ド
ア
の
保
守
点
検

業
務
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た

業
者
に
つ
い
て
は
業
務
実
績
を

考
慮
し
指
名
競
争
入
札
で
行
う
。

Ｑ　

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
指
定
管
理

契
約
し
た
成
果
と
今
後
の
体
制

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ　

制
度
の
改
正
や
経
費
の
節
減

等
に
よ
り
順
調
に
収
益
を
上
げ

て
い
る
。
今
後
と
も
サ
ー
ビ
ス

低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
多
面
的

に
向
上
を
図
り
運
営
し
て
い
く
。

Ｑ　

町
道
の
路
線
変
更
等
を
行
う

に
つ
い
て
、
ど
の
位
の
経
費
が

か
か
る
の
か
。
手
続
き
が
遅
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

登
記
料
は
発
生
し
な
い
が
、

道
路
台
帳
を
整
備
す
る
際
に
委

託
料
が
必
要
と
な
る
。
払
い
下

げ
価
格
に
つ
い
て
は
、
土
地
の

評
価
額
を
基
準
に
し
て
い
る
。

Ｑ　

農
業
集
落
排
水
事
業
に
て
汚

泥
が
減
っ
た
理
由
と
不
測
の
事

態
と
は
何
か
。

Ａ　

汚
泥
に
つ
い
て
は
、
当
初
見

込
よ
り
少
な
か
っ
た
事
に
よ
り

減
。
不
測
の
事
態
と
は
、
薬
剤

や
油
等
が
混
入
し
た
場
合
を
想

定
。

Ｑ　

防
災
用
資
機
材
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の

か
。

Ａ　

町
と
し
て
は
簡
易
ト
イ
レ
、

毛
布
、
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
の
食

糧
等
。
自
主
防
災
組
織
資
機
材

の
補
助
と
し
て
は
、
各
区
か
ら

の
要
望
の
物
品
を
補
助
し
た
い
。

Ｑ　

農
業
振
興
と
し
て
の
特
産
品

づ
く
り
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

荒
廃
地
に
は
梅
の
植
樹
、
山

麓
地
帯
に
は
試
験
的
に
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
を
植
え
付
け
る
な
ど
し

て
、
花
の
咲
く
も
の
、
実
の
な

る
も
の
を
団
地
化
し
な
が
ら
、

オ
ー
ナ
ー
制
度
、
観
光
農
園
交

流
の
場
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が

出
来
な
い
の
か
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

北
部
地
区
の
下
水
道
整
備
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

付託案件
◎
平
成　

年
度
一
般
会
計
補

２０

正
予
算
及
び
特
別
会
計
補

正
予
算

◎
平
成　

年
度
一
般
会
計
及

２１

び
特
別
会
計
予
算

◎
そ
の
他
５
件

主
な
審
査
の
内
容

総
務
建
設
産
業
委
員
会

総
務
建
設
産
業
委
員
会

各区防災用資機材倉庫
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Ｑ　

学
校
飼
育
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う

す
る
の
か
。

Ａ　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

問
題
も
あ
り
、
現
在
で
は
飼
育

を
中
止
し
て
い
る
が
、
衛
生
面

が
整
え
ば
、
情
操
教
育
上
必
要

な
こ
と
な
の
で
考
え
て
い
き
た

い
。

Ｑ　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
活
動
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
ま
た
何
人
で
実
施
し
て
い

る
の
か
。

Ａ　

現
在
１
名
で
、
以
前
、
交
通

安
全
指
導
員
に
就
い
て
お
ら
れ
、

県
の
指
導
も
受
け
ら
れ
た
方
を

町
で
採
用
し
て
い
る
。
安
全
に

学
校
生
活
が
で
き
る
よ
う
定
期

的
に
各
学
校
で
指
導
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

Ｑ　

小
・
中
学
校
で
修
繕
箇
所
が

発
生
し
た
場
合
の
対
応
と
、
そ

の
連
絡
体
制
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

学
校
で
見
回
り
を
し
て
、
そ

の
場
で
直
せ
る
も
の
は
直
し
、

で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
報

告
を
受
け
対
応
し
て
い
る
。

 
要
望 　

早
急
な
対
応
を
し
て
、

安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ　

携
帯
電
話
の
所
持
に
よ
る
問

題
が
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
の

対
応
は
。

Ａ　

中
学
生
の
携
帯
電
話
の
所
持

率
は　

％
を
超
え
て
お
り
、

５０

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
か
け
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
。
な
か
な
か

徹
底
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
が
、

今
後
と
も
親
も
含
め
て
呼
び
か

け
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

小
学
校
に
よ
っ
て
は
、
地
域

と
の
懇
談
の
場
が
あ
る
が
、
全

小
学
校
に
そ
の
よ
う
な
場
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

既
に
学
校
評
議
委
員
会
が
あ

る
の
で
、
そ
の
枠
を
広
げ
る
方

法
も
あ
る
の
で
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

願
成
寺
古
墳
群
内
の
案
内
看

板
が
破
損
し
て
い
る
が
、
整
備

計
画
は
あ
る
か
。

Ａ　

破
損
し
て
い
る
も
の
は
改
修

し
た
が
、
他
の
矢
印
看
板
に
つ

い
て
は
設
置
し
て
い
き
た
い
。

 
要
望 　

桜
の
咲
く
時
期
に
な
る

の
で
、
早
急
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

Ｑ　

桜
の
記
念
植
樹
を
考
え
て
い

る
が
、
場
所
確
保
に
つ
い
て
ど

付託案件
◎
平
成　

年
度
池
田
町
一
般

２０

会
計
及
び
特
別
会
計
補
正

予
算

◎
平
成　

年
度
池
田
町
一
般

２１

会
計
及
び
特
別
会
計
予
算

主
な
審
査
の
内
容

る
か
。

Ａ　

第
５
次
総
合
計
画
で
策
定
す

る
必
要
も
あ
り
、
家
屋
間
距
離

等
の
問
題
も
踏
ま
え
平
成　

年
２１

度
中
に
整
備
区
域
を
決
定
し
、

財
政
計
画
を
立
て
る
中
、
早
急

に
補
助
金
制
度
等
、
種
々
の
判

断
を
し
て
い
く
。

Ｑ　

池
田
温
泉
は
ガ
ス
セ
パ
レ
ー

タ
を
設
置
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
ほ
ど
ガ
ス
が
多
い
の
か
。

Ａ　

メ
タ
ン
ガ
ス
測
定
の
結
果
、

源
泉
、
タ
ン
ク
共
に
基
準
値
を

超
え
て
い
る
の
で
、
ガ
ス
拡
散

の
為
の
機
器
を
設
置
す
る
。

池田温泉源泉ガスセパレータ工事箇所

民
生
文
教
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

鋸 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
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の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
な
ど
が
使
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
協

議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

Ｑ　

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
委
託
料
の
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

Ａ　

現
在
、
失
業
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
に
緊
急
雇
用
対
策
と
し

て
行
う
事
業
で
、
不
法
投
棄
の

処
分
な
ど
、
環
境
整
備
を
行
い

た
い
。
予
定
と
し
て
は
５
名
、

半
年
間
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

総
合
体
育
館
や
各
公
民
館
の

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

総
合
体
育
館
に
つ
い
て
は
受

け
皿
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
が
、

ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
体
制
が
ま
だ

整
わ
な
い
為
、
今
後
３
年
を
め

ど
に
育
成
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
各
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
地
域
と
密
着
し
た
中
で
の

運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
、
慎
重
に
考
え
て
い
き

た
い
。

Ｑ　

池
田
中
学
校
の
駐
車
場
整
備

は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

Ａ　

災
害
を
受
け
た
と
こ
ろ
の
残

土
が
搬
出
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ

を
有
効
利
用
し
な
が
ら
埋
め
立

て
て
い
く
。
早
急
に
は
進
め
た

い
が
、
１
年
ほ
ど
か
か
る
。

Ｑ　

中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業
に

つ
い
て
今
後
の
方
針
は
。

Ａ　

応
募
者
数
が
減
っ
て
き
た
こ

と
や
、
ハ
ワ
イ
か
ら
の
訪
問
が

隔
年
で　

名
ほ
ど
で
あ
る
こ
と

１５

か
ら
、
新
年
度
は
受
け
入
れ
態

勢
の
こ
と
も
あ
り
、　

名
か
ら

２０

　

名
と
し
、
隔
年
で
実
施
し
て

１５い
き
た
い
。

池田中学校駐車場予定地

案内看板の設置が望まれる願成寺古墳群

鋸 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

３月５日に北口が開設された池野駅の利用状況（４月２０日調査）
合計８：０１７：４１７：２１６：５８６：３８６：１８

南　
　
　

口

４２３５８９１０７徒　　歩
乗　

車

１７３８２０６９４９１６１１自 転 車
６１１１１２車
３７２５１２９９車で送り

１１２５３１徒　　歩降
車 １６１２４自 転 車

合計８：０１７：４１７：２１６：５８６：３８６：１８

北　
　
　

口

１８２４３３５１徒　　歩
乗　

車

１１自 転 車
４２２車
６１２３車で送り

１４１４徒　　歩降
車 自 転 車

駐車場、駐輪場の状況
８：１０北口８：１０南口
１駐輪場１９４東駐輪場
４駐車場６車駐車場

２０西駐輪場

　外灯、アクセス道路、自転車
置場等は、順次整備が予定され
ています。
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編

集

後

記

　

新
年
度
に
変
わ
り
広
報
編
集
委
員
会
も

メ
ン
バ
ー
が
替
わ
り
ま
し
た
。
議
会
活
動

が
町
民
の
み
な
さ
ん
に
少
し
で
も
多
く
伝

え
ら
れ
る
よ
う
、
親
し
み
の
も
て
る
「
議

会
だ
よ
り
」
を
め
ざ
し
ま
す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
町
議
会

は
本
会
議
・
委
員
会
と
も
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
出
掛
け
下
さ
い
。
日
程
に
つ
い
て
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

編
集
委
員
長　
　

松　

岡　

雅　

子

副
委
員
長　
　

牧　

村　

範　

康

委　
　
　

員　
　

野　

網　

義　

一

坂　

口　
　
　

博

土　

川　
　
　

博

議会活動日誌

４日（水）子ども議会
６日（金）揖斐広域連合議会定例会
　　　　　西美濃さくら苑組合議会定例会
１０日（火）西濃環境整備組合議会
１３日（金）国体池田町準備委員会常任委員会
１５日（日）中公民館文化活動発表会
１８日（水）町表彰審査委員会
２０日（金）月例議員懇談会
２２日（日）東公民館文化発表会
２３日（月）（仮称）梅谷トンネル貫通式
２７日（金）町地域福祉計画策定委員会

１日（木）池田ふれあい元旦マラソン
１１日（日）出初め式
１２日（月）成人式
１９日（月）老人クラブ連合会追弔会
２１日（水）月例議員懇談会

１日（日）八幡・西公民館文化祭・町林野火災演習
２日（月）議会運営委員会
９日（月）第１回定例会（１日目）
１０日（火）第１回定例会（２日目）全員協議会・池田中

学校卒業式
１２日（木）民生文教委員会
１３日（金）総務建設産業委員会
１５日（日）宮地公民館祭
１７日（火）第１回定例会（３日目）
１９日（木）町社会福祉協議会理事会
２０日（金）町スポーツ少年団入団式
２４日（火）大垣衛生・消防組合定例会
３０日（月）第１回定例会（４日目）
３１日（火）町消防団辞令交付式

１日（水）町功労者表彰式
６日（月）各小学校入学式
８〜１０日　議会広報編集委員会
１１日（土）町身体障害者福祉協会総会
１３日（月）議会運営委員会・議会広報編集委員会
１４日（火）議会広報編集委員会
１７日（金）議会広報編集委員会
１８〜１９日　池田山麓ちょっとアートな春の市
１９日（日）池野連担まつり
２１日（火）議会広報編集委員会
２２日（水）月例議員懇談会・常任委員会協議会

１月

２月

３月

４月
子ども議会の風景

雪の舞う中での出初め式

新設された池野駅北口付近


